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研究分野：農学 
科研費の分科・細目：農学・育種学 
キーワード：パンコムギ、オオムギ、染色体、染色体断片、細胞遺伝学 
 

１． 研究計画の概要 
 

本研究の期間で、全オオムギ染色体（1H
～7H）に多数のオオムギ染色体断片系統を育

成する（各染色体につき 50 系統以上）と同

時に、それらが速やかに多くの研究者に利用

されるよう、オオムギ染色体断片の存在を簡

単なＰＣＲ解析で同定できる方法の開発を

目指す。具体的には以下のような研究を行う。 
１）2H, 3H, 4H, 5H, 6H, 7H 染色体について

は、順次、それぞれの染色体断片を 50 種類

以上、ＦＩＳＨ／ＧＩＳＨで同定･選抜し、

系統として育成する。 
２）1H 染色体については、Ｇｃシステムに

導入するための交配を行い、最終年度までに

50種類以上の 1H染色体断片をＦＩＳＨ／Ｇ

ＩＳＨで同定･選抜し、系統として育成する。 
３）オオムギ染色体の染色体断片系統につい

て、座上染色体が決定されているオオムギＥ

ＳＴマーカーを用いてＰＣＲ解析を行う。 
４）ＰＣＲ解析により、それぞれのオオムギ

染色体について、動原体に最も近接した長腕、

短腕のＥＳＴまーかーを同定する。 
５）オオムギのゲノム特異的ＰＣＲマーカー

を開発する。 
６）オオムギ染色体腕特異的な動原体近接Ｅ

ＳＴマーカーとオオムギ・ゲノム特異的ＰＣ

Ｒマーカーを用いてオオムギ染色体断片系

統の選抜が可能であることを確認する。 
７）ＰＣＲによって選抜可能であることが確

認できたオオムギ染色体断片系統をナショ

ナルバイオリソースプロジェクト（ＮＢＲ

Ｐ）・コムギに寄託し、国内外の研究者の利

用に供する。 
 

２．研究の進捗状況 
 
 これまでにオオムギ染色体７つの内、1H を

除く 2H, 3H，4H，5H，６H, 7H について配偶

子 致 死 染 色 体 を 導 入 し 、 2n=45 

(21”+H”+Gc’)の染色体構成を有し、子孫

で染色体構造変異を起こすパンコムギ系統

を育成した。これらの 2n=45 植物の子孫から

オオムギ染色体断片を保有する個体を選抜

し、パンコムギのオオムギ染色体断片系統を

育成してきており、現在、2H, 3H，4H，5H, 7H

については、当初目標の各オオムギ染色体あ

たり 50 系統を達成している。そして、それ

らの染色体断片系統とそれぞれの染色体特

異的PCRマーカーを使ってオオムギ染色体3H，

4H，5H，7H の細胞遺伝学的染色体地図の作成

を行い、研究成果を論文として公表してきた

（5H については研究開始前に少ない数の系

統を用いた研究で発表済）。現在、2H 染色体

について、66 の染色体断片系統と EST の

127PCR マーカーを用いて細胞遺伝学的 2H 染

色体地図の作成を完了し、論文に発表するた

めのデーター整理と執筆を開始した。6H につ

いては十分な数の染色体断片系統が得られ

ていないので、50 系統以上を得るよう、平成

23 年度にさらに選抜を継続する予定である。

1H については, 元々1H 添加コムギ系統には

6H 染色体が 1 対共存（6H の存在が生育に必

須）しており、また、高い不稔性を示したの

で、目標の染色体構造異常を起こす系統

（2n=47, 21”+1H”+6H”+Gc’）の選抜に成

功 し て い な い 。 そ こ で 、 2n=46

（ 21”+1H’+6H”+Gc’）個体に正常パンコ

ムギを交配して、その子孫から平成 23 年度

に 1H の構造変異を選抜する予定である。           
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３．現在までの達成度 
 
 ほぼ当初の計画通りに進展している。 
 1H を除く 6 オオムギ染色体の染色体断片

系統の育成と PCR 解析を４年間で行う計画

であるが、残すところは 6H のみである。1H
については系統の特殊性から当初からＧｃ

システムに導入することが困難であること

が予想されたが、その通りであることが開き

あらになった。 
  
４．今後の研究の推進方策 
 
 残りの１年で、2H については論文公表、

6H については系統数の増加と PCR 解析、論

文公表まで研究を推進したい。1H について

はＧｃシステム導入をあきらめ、1H の短腕

と長腕を持つパンコムギ系統の育成を目指

す。得られたオオムギ染色体断片系統は、お

そらく研究期間終了後になるであろうが、

NBRP に寄託する。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に

は下線） 
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